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印西市立原山小学校　佐々木佑崇

ゼロウェイスト運動　〜環境や人に優しい街を目指して〜
　課題解決能力育成のためのデータサイエンス及びデザイン思考を活用した総合的な学習の
時間における実践

１．単元の概要
（１）単元の目的
　総合的な学習の「環境や人に優しい世界をめざして」の学習では、印西市内のごみの出し
方や資源物・有価物回収などについて取り扱っている。そこで、印西市や自分たちの身の
回りの現状を知り、家族や地域の人へ伝えていく学習活動を行う。
　本校では、総合的な学習の時間に「情報探究」の学習の時間を位置づけている。「情報探
究」では、「問題発見・解決の方法」「データサイエンス」「情報デザイン」「メディア表現」「コン
ピュータとネットワーク」「プログラミング」「デジタルシティズンシップ」の６領域を設定し、低学
年から系統的に学習を進めている。本実践は、、4年生におけるデータサイエンスのPPDAC
サイクルと情報デザインのデザイン思考のサイクルを活かした問題発見解決の学びを展開し
たものである。
　この実践は、「情報探究」の時間のみならず、教科横断的な視点で学習を進めるようにし、
各教科においてもより身近な課題として捉えられるようにした。これによって各教科において
も相乗的に学習を深めてきた。

１）データサイエンスの内容
　ゴミ問題について、身の回りの事実をとらえるためデータサイエンスの統計的探求プロセス
（PPDACサイクル）を授業に取り入れた。統計データの役割や活用例について考え、表現す
ることを通して、統計の重要性や、統計データが自分たちの生活や社会と深く関わっている
ことを理解できるようにしてきた。
　学習の進め方として、PPDACサイクル（目標・計画・データ収集・分析・表現）の学習の流
れを定着させ、学習問題を追求し、主体的に解決しようとする態度を養ってきた。そこで、仮
説をたてる際には、５W１Hを用い課題（plobrem）を設定し、計画（plan）を立てる際には、問
題に対して集めるべきデータとその集め方を考えてきた。分析（analysis）では、棒グラフの比
較や折れ線グラフからの傾向を捉えること等について扱ってきた。また、この学習プロセス段
階を経て螺旋的に進めていくことで、より効果的な学習をすすめられるように指導してきた。
　算数科において、教師側が用意した市のごみに関するデータを使い、データを整理分析
して傾向を捉えることに重点を置いた学習を実施。この学習での課題を受けて、社会科では
有価物回収についての共通テーマでの問題解決型の学習をし、「情報探究」において、各
自のテーマでの探究的な学習ができるように設計した。
　集めてきたデータを基に、新聞を制作し、印西市や自分たちの周りにおける、ゴミについて
の課題を見つけることができた。ここでの課題とは、①可燃物と資源物には大きな差があると
いうこと　②市内の人口の増加とともにゴミの総量が増加していて今後も増加する可能性が
あるということ　③校内の保護者へのアンケートの結果から、３Rについて知ってはいるが、意
識している人が少ないということの３点である。このデータの結果から自分たちが学習してき
たことを多くの人々に知ってもらう活動を進めてきた。

２）デザイン思考の内容
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　デザイン思考のプロセスが、人間生活の様々な課題を解決することを目的としている。相
手のインサイトに着目して、課題定義をし、人々のニーズや貢献といった視点で考えながら
プロトタイプとして表現できる。さらに、解決プロセスを分析し、粘り強く課題解決に取り組もう
とする。ここでの課題とは、データを下にした分析結果として出てきた３つの課題である。
　デザインするということは、相手意識を中心としていることに気付き、相手への共感と相手
からのフィードバックを大切にした解決のための行動ができるようにしていく。その際、お互
いの想像力やアイデア力を尊重する等、新しい視点や課題に気付くことができるようにし、
思考を深めたり協働的に課題を解決したりすることができるようにする。またフィードバックの
際には、自分たちのプロトタイプの作品から正しい情報が伝わっているか調査をすることで、
そこから得たデータをもとに次のサイクルの課題を見つけていくようにしてきた。
　単元を通して、三菱電機総合デザイン研究所よりデザイン思考のサイクルを進めていくサ
ポートを受けている。また、学習活動の一環として、地域にある大型商業施設での啓蒙活動
も実施している。さらに、地域の公民館やスーパーマーケットなどの協力を得ながら調査や
広報活動なども行ってきた。

（２）関連する教科について
　本単元では、総合的な学習の時間だけではなく、教科横断的な学びを意識した計画を立
ててきている。これにより、課題に対する意識を高めることができ、より身近なテーマで学習を
深めることができてきた。それぞれの学習の位置づけとしては以下のようになっている。

データサイエンス 情報デザイン

知識・技能 ◯統計やデータの重要性につ
いて理解している。

〇デザインが人間生活のさまざ
まな目的を達成するための行
為であることを理解している。
〇デザイン思考のサイクルを理
解している。

思考・判断・表現 ◯テーマに合った目標を立てる
際にデータを活用した調査を意
識することができる。
◯目的にあわせて、計画的に
データを収集し、分析することが
できる。
◯グラフや表の特性を意識し
て、分析結果をまとめることがで
きる。
◯分析したことを元に、発表の
工夫をすることができる。

〇人々の求める深層心理につ
いて考え、そこから生まれる課
題を想定して解決策となるアイ
デアを発想している。
〇課題解決のためのアイデアか
らプロトタイプとして具現化する
ために、より適切な表現方法を
考えて創造している。

主体的に学習に
取り組む態度

◯集めたデータを分析したり、分
析結果を自分なりに工夫したりし
て、自分の周りの人に進んで伝
えようとしている。

〇人々の役に立つようなデザイ
ンにするために、相手に共感
し、課題解決に対して真摯に
向き合い、粘り強く取り組んで
いる



3

（３）単元の構成

時 主な学習活動

総
1
社
4

〈Problem　目標・課題を設定する〉
〇印西市のゴミや資源物についてどんな問題があるのか考えよう

● 社会科の「ごみの行方」の学習を通して印西市のごみの排出量について課題
を見つける。

● クリーンセンターや有価物回収業者の見学を通して、印西市におけるごみの
処理の仕方や現状について知る。

● キッズすたっとの人口増減のグラフとゴミの総排出量のグラフから課題設定の
素地を作る。

● 印西市クリーンセンター見学資料（写真・掲示・質問Q＆A）を元に課題を考え
る。

● 学習してきた事を通して、どんな事を誰に伝えていくべきなのか考える。

総 〈Plan　計画を立てる〉

社会科 算数科 国語科

単元名 ゴミのゆくえ（４年） 棒グラフと表(３年生)
折れ線グラフと表（４年
生）

新聞を作ろう(４年生)

単元目標 　廃棄物を処理する事
業について、処理の仕
組みや再利用、人々
の協力などに着目し見
学調査の結果をまとめ
る。また、その事業の
果たす役割を考えた
り、生活環境に維持と
向上に役立っているこ
とを理解する。主体的
に学習問題を追究・解
決しようとする態度や、
学習したことを元にゴミ
の減量のために自分
たちにできることを考
えようとする態度を養
う。

　折れ線グラフの特徴や
用い方、分類整理の方
法について理解し、それ
らを活用して資料を折れ
線グラフに表したり読み
取る。また、数学的表現
を適切に活用して資料
の特徴や傾向に着目し、
問題解決のためのグラフ
選択判断することを通
し、結論について考察す
る力を養うとともに、資料
を折れ線グラフに表し、
問題解決のため情報を
読み取り考えた過程を振
り返り、日常生活に生か
そうとする態度を養う。

　知らせたい内容につい
て、不特定多数の人に
知らせるために新聞を書
く学習である。写真や図
表などの資料を活用しな
がら割り付けを工夫して
わかりやすい紙面の新
聞を作る活動を目指す。
新聞は誰かに読んでもら
うことに価値があり、誰に
どんな情報を伝えたいの
か目的意識を持つことが
大切である。また、どのよ
うな人が読むのか想定
する。単元を通して何を
伝えたいのか、知らせた
いのか意識して学習を
進める態度も養う。
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1
社
1

〇調べたことを元に仮説や予想を立て、どんなデータを集めたら良いか考えよう。
● 統計的探求プロセスを踏まえた学習をしていく上で、立てた仮説を意識し続け
させることを確認する。

● 目的を意識させながら、収集するデータについて考えさせる。→Googleフォー
ム・キッズスタットなど

● ごみの事についてのアンケートフォームで集めるデータ（5W1H）について話し
合い決める。Googleフォームの扱う上での留意事項について指導する。

総
1
社
1

〈Data　データを集める〉
〇計画に合わせてデータを集めよう

● フォームの質問内容について、確認する。Google フォームの結果を途中で確
認しながら、結果について予想したり、傾向について考えたりする。

● キッズすたっとの公的データを扱う上でどんなデータを扱っていけばよいのか
考えさせる。

総
1
社
3

〈Analysis分析をする〉
〇集まったデータを表やグラフとしてみて、どんなことを伝えたらいいか考えよう

● キッズスタットのデータから印西市全体のゴミに関係する情報を元に印西市の
課題についてまとめる。

● グラフの読み取りについては、算数で学んだ、折れ線グラフの特徴（変化・傾
向）や棒グラフの特徴（量の比較）について捉える。

● ゴミの量の調査から集まったデータを元にどんなことが言えるのか考える。ゴミ
出しの意識調査アンケートから集まったデータを元にどんな事が言えるのか考
える。

● たくさん集まったアンケートの結果やデータから何が自分たちのまとめに必要
なのか考え取捨選択させる。

総
1
社
1
国
4

〈 Conclusion　結論を出す〉
〇新聞で印西市のゴミの問題について知らせよう

● 分析をした事を伝えるための新聞・ポスターを制作する。
● 班ごとの新聞のテーマを考え、それにあった記事になるように工夫させる。
● 新聞全体の構成を意識した割付になるように指導する。
● 新聞作りを班で協働的に行う上で，記事を書く担当や資料を集める担当など
自分たちにあった役割分担をできるように指導する。

● 学習を振り返り、課題についてまとめ、次の学習について考える。

総
１

・オリエンテーション
・三菱電機の講師からデザインしてきた家電の紹介をしてもらい、デザインの本質につ
いて知る。

総
１
社

（共有・問題発見）〈Prpblem・Plan〉
●社会科の学習活動での課題を振り返る。
●共有フェーズとして、ターゲットを想定し、行動観察により具体的な生活の様子や
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１ 相手がどんな人か想像し、ペルソナを決定する。

総
２

（アイデア創出）〈Plan〉
●ペルソナに対してどのような伝え方をしたら伝わるのかを考える。
●デザイン思考について、三菱電機の講師より教えてもらい、見通しをもつ。
●ペルソナを想定する上で、テストする場所を、公民館・駅・大型商業施設・などを想
定する。
●課題設定として、想定したペルソナに対して①「ゴミの分別を促す」②「ゴミを減ら
す」③「ゴミの活用」というテーマから限定したり、組み合わせたりする。
●テーマに合った取り組みについて、たくさんのアイデアを出す。

総
３

（プロトタイプ）
●たくさん出したアイデアの中から実現可能な物を選択し、プロトタイプ作成する。
●プロトタイプ作成において、しっかりペルソナの悩みやペルソナの生活の変化を促
す作品になるように意識していく。

総
１
算
１

（テスト）〈Data・Analysis〉
●完成したプロトタイプを、想定したペルソナにテストして、アンケートを取る。
●各想定した場所にプロトタイプのポスターや動画を見ることができるQRコード・各
作品を見た人の様子や伝えたいことがどれだけ伝わったか調査するアンケートを
設置してもらう。
●集まったアンケートデータを集計し結果を把握する。

総
１
算
１

〈Analysis・Conclusion〉
●アンケートやインタビュー調査をしたプロトタイプのテスト結果を分析する。
●ペルソナの求めるものを具体的に読み取り、今後の活動をどうしたら良いか考え
課題を再設定する。

総
２
〈Plobrem〉
　　●再設定した課題をもとに計画を設計していく。

総
４

(共感・課題設定)〈Plan〉
●より良い活動になるように改善する方法として改めて行動観察（エスノグラフィ）の
計画を立て、実践をする。

総
４

(アイデア・プロトタイプ)
●発表に向けた準備をする。

総
４

(プロトタイプ・テスト)〈Data〉
●地域の大型商業施設にブースを儲けて、街頭発表会を行う。
●アンケート集約

総
２
（Analysis・Conculusion）

●自分たちの活動を振り返る。
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・総務省統計局　キッズすたっと
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・新しい社会４　教師用指導書　研究編　（東京書籍株式会社）
・新しい算数４　教師用指導書　研究編上　（東京書籍株式会社）
・ひろがる言葉　小学国語四上　教師用指導書　解説・展開編（教育出版株式会社）



１サイクル目　まとめ作品（新聞）

　社会科の学習で見学やアンケート調査を行
い,各班で印西にすむ人々に伝えたいこと「課
題」を設定した。アンケートで得たデータの中か
ら必要な情報を取捨選択し、新聞の内容として
事実を伝えるような内容にまとめた。この新聞
は,大型商業施設での発表会において掲示し、
多くの人々に見てもらうことができた。

一方で、この新聞の掲示では、相手意識が曖
昧だったため、ターゲットが絞り切れていなかっ
た。より自分たちの学習したことを広めるため
の２サイクル目の活動につなげていった。







２サイクル目（まとめ作品）　ポスター

２サイクル目では,相手意識を明確
にした作品作りをした。近隣の公民
館・地元のスーパー・大型商業施設
・地元の駅にポスターで呼びかけを
行った。ポスターには、QRコードを
つけて、動画やスライド、自作ゲー

ムを見らっる用に工夫した。

アンケートも同時に行ったが、なか
なか見てもらうことができておらず、
もっと見てもらえるような活動の手
段を工夫する必要があるという結

果になった。







３サイクル目（まとめ作品）　街頭発表・提案会

３サイクル目では,相手意識をよ
り明確にした活動を行うことに
なった。自分たちが伝えたいこと
をペルソナにどのように伝える
かアイディアを出しながら作品
作りをした。近隣の大型商業施
設の売り場を借りて学習の成果
を発揮する場を設けている。ペ
ルソナの行動調査を行い、デー
タ収集をした結果をもとに作品
作りや発表方法の工夫をしてき
た。



大型商業施設にて発表する際に配るリーフ
レット及び動画資料(QRコードを読み取ると
再生します。)このほかにプレゼンテーショ
ンを行ったり,オリジナルのストーリーを紹介
したり、資源物を使ったおもちゃ作りをしたり
する予定です。


